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SDGsウィークイベントの様子ひとこと多い張り紙のワークショップの様子

　SDGsの推進に向けた取り組みとして、
2018年4月、庁内組織に市長を本部長とす
る「静岡市創生・SDGs推進本部」を設置。所
掌には人口減少対策の推進、SDGsの推進に
関することや、人口ビジョンおよび総合戦略
の見直しなどがある。本部員には教育長、公
営企業管理者、政策官、局長級職員28名を擁
している。
　また、産・官・学・金・労・言の外部有識者を
アドバイザーとして委嘱し、SDGsの推進な
どについて助言を得ている。

SDGsを市政へ導入

行政の取り組み

静岡市役所

　JANICは平和で公正で持続可能な世界の
実現に貢献することを理念とし、国内に
400以上ある国際協力NGOを政府や企業、
自治体などとネットワークを構築。社会課
題解決の促進を目指している。
　主な活動領域の3事業には政策提言・啓発、
連携促進、NGOの組織力強化がある。SDGs
については、目標16「平和と公正・市民社会
スペースの保障」、目標17「NGO・CSOの主
体性を生かした他セクターとの対等なパー
トナーシップ」を重視した活動を行う。

国際協力NGOを後方支援

ＮＰＯの取り組み

国際協力NGOセンター（ＪＡＮＩＣ）
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薄れるNGOの存在意義に警鐘

　冒頭の挨拶に立ったJANICの
木内真理子副理事長は、「お互い
リスペクトを持って議論した末に
無理をして合意をする必要はなく、
声に出すことが重要である」と述
べた。　　　　　　
　その後、「共に生きる、サステ
ナブルな社会を目指して」と題し
たキーノートセッションが行われ
た。（株）メディアコラボ代表の
古田大輔氏がモデレーターを務め、
JANICの本木恵介理事長、外務
省国際協力局審議官・NGO担当
大使の桑原進氏、（一社）日本経
済団体連合会SDGs本部長の長谷
川知子氏が登壇し、それぞれの立
場から持続可能な社会の実現に向
けた取り組みを紹介した。その中
で桑原氏は、ステークホルダーそ
れぞれの役割を盛り込むことを中
心に、2019年末に改定を行った
SDGｓ実施指針について、長谷
川氏は経団連の企業行動憲章を
SDGsに合わせて改定を行ったこ
とについて言及した。両者とも、
SDGsの達成においてはNGOと
のパートナーシップの強化が不可
欠であることも強調した。
　他方、本木氏はこれからの

NGOの役割について持論を述べ
た。同氏は、2010年代から企業
が社会課題の解決を謳うようにな
ったことでNGOの“アイデンテ
ィティ・クライシス”が起きてい
ると分析し、「日本のNGOは企業
と比較すると活動のインパクトが
小さい。存在意義を見失いかけて
いる」と述べた。その上で、「ダ
イバーシティが作られる中で周縁
化されてしまう人々の声を行政・
企業に届けていくことを価値とし
て磨いていくべきだ」と語った。

ＮＧＯの“怖さ”を維持すべき

　セッションの後は、４つのテー
マに分かれたトークセッションも
行われた。その一つ、「これから
のNGOは何を守り、何を変える
のか」をテーマにしたセッション
では、(特活)シャプラニール＝市
民による海外協力の会の事務局長
であり、JANIC副理事長も務め
る小松豊明氏が登壇し、「守るべ
きは、企業や行政などが『NGO
に批判されるのではないか』と感
じる“怖さ”」だと訴えた。「連
携して取り組みつつ、ダメなこと
はしっかりとダメだと言う怖さを
持ち続けなければならない」とも、
同氏は語った。
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課題解決に向けて議論するカンファレンス「HAPIC」を初開催

［国際協力NGOセンター（ＪＡＮＩＣ）］

これからのNGOの役割とは

「タジク式映え皿」を紹介するタジキスタンチーム

５チームが参加

　入構３～４年目のJICA若手職
員が運営するジャイクエは、
2019年４月に始動した。JICA職
員や開発コンサルタント、企業の
社員など、JICA内外の人々と
SDGs達成に向けたアイデアを練
り、国際協力に革新を起こすこと
を目指している。冒頭の挨拶に立
ったJICAの本清耕造理事は、ジ
ャイクエを「ボトムアップによる
イノベーションとして生まれた事
業」であるとし、「企業やNGO
などから提案を受けて実施する提
案型事業はあるが、JICAと外部
の人が開発途上国の課題分析から
事業提案まで行うのはこれまでな
かった」と、その特徴を語った。
　ジャイクエ初の企画として実施
された今回のコンペの課題は、
SDGs目標２「飢餓をゼロに」だ。
100人近くの応募者から選ばれた
30人が、スリランカ、ブータン、
ペルー、マダガスカル、タジキス
タンの５チームに分かれ、課題解
決に向けたアイデアを練ってきた。
最終プレゼンテーションでは、ジ
ャイクエに対してシステムデザイ
ン・マネジメント思考などのノウ
ハウ提供など支援してきた慶應義

塾大学大学院システムデザイン・
マネジメント研究科の白坂成功教
授ら５人の審査員により、最優秀
チームが選出された。選ばれたチ
ームには現地調査の機会などが与
えられる。このほか、Youtube
配信を通じたインターネット投票
による「オーディエンス賞」、会
場となったSHIBUYA QWS（渋
谷キューズ）が選ぶ「渋谷キュー
ズ賞」も発表された。

「圧倒的なリアリティ」が評価

　最優秀チーム、オーディエンス
賞にも輝いたのは、タジキスタン
チーム「Tajiks stars」だ。彼ら
が提案したのは、同国の伝統文化
である陶器で作られた「タジク式
映え皿」。油分の多い食べ物を大
皿に入れて食べることが多い食生
活を背景に非感染性疾患による死
亡率が高いことを鑑みて、お皿の
中央を盛り上げることで料理の見
た目の量は変えずに、食べる量が
減らせるお皿だ。さらに食べ物の
油分が周囲に落ちるため、油分を
カットできるのも利点だ。試作品
を作り、さまざまな年代のタジク
人に実際に使ってもらって感想を
集め、今後の事業展開の戦略も作
った。健康志向がより強い若者が

多い都市部のレストランなどから
販路を広げるといったその詳細な
事業計画は、審査員も「圧倒的な
リアリティ」があったと評価した。
　「渋谷キューズ賞」には、ブータ
ンチーム「Team Royal Dragon」
が選ばれた。同国は斜面の多い地
形から市場などにアクセスできず
貧困にあえぐ農家も多いが、スマ
ートフォンの普及率は高い。そう
した状況から同チームが提案した
のは、スマホを活用した「斜メン
リコメンド」だ。自分の農地をス
マホで撮影するだけで、その土地
で栽培しやすく、市場ニーズも高
い作物を教えてくれる。さらには、
バイヤーや他の農家とのネットワ
ークもスマホを活用して形成し、
仲間と一緒に出荷したりバイヤー
が農家を探しやすくしたりもする。
渋谷キューズは「日本でも活用で
きるかもしれない」と、その可能
性の幅広さを評価した。
　ジャイクエのメンバーである前
田紫氏は、今日紹介されたアイデ
アを「開発途上国まで届けるのが
夢」としつつ、「途上国に縁のな
い人も巻き込んで形にしていくプ
ラットフォーム」として、今後も
ジャイクエを続けていくことを強
調した。

“飢餓ゼロ”に向けたアイデアコンペを渋谷で開催

［JICA Innovation Quest（ジャイクエ）］

最優秀賞は「タジク式映え皿」

（特活）国際協力ＮＧＯセンター（JANIC）は２月14日、東京で国内外のグローバルな社会
課題解決に関わるさまざまなアクターが出会い、学び、連携を促進するカンファレンスとして
「HAPIC」（Happiness Idea Conference）を初めて開催した。NGO・企業から314人が
集まり、社会課題を解決した先にある新しい社会の実現に向けて議論を交わした。

国際協力機構（JICA）の若手職員が企画・運営するJICA Innovation Quest（ジャイク
エ）は、開発途上国での持続可能な開発目標（SDGs）の達成に向けたアイデアをオープン
イノベーションにより磨く、新たな試みだ。SDGs目標２「飢餓をゼロに」を実現するアイデ
ア・コンペティションを開き、２月22日、最終プレゼンテーションを東京・渋谷で開いた。






